














提言３ 運転者の高齢化に伴い、運転者全体に占める高齢運転者の割合も増加している。
今後一層の高齢社会を迎えるに際し、人身損失の低減に向けて、高齢運転者への交
通安全啓発が重要である。

運転免許保有者数の推移は上図1のとおりとなっている。10年前（2000年）に比べ、29歳以下の若年層運転免許保
有者数は3割近く減少している一方で、65歳以上75歳未満（いわゆる「前期高齢者」）の運転免許保有者数は約1.6倍、
75歳以上（いわゆる「後期高齢者」）に至っては約2.6倍となっている。
このため、運転免許保有者数全体に占める65歳以上の高齢者は10年前の1.7倍となっており、全体に占める割合

は約15.7％にまで高まってきている。

自動車保険データに基づき、上図1と同じ年齢区分により2000年度、2005年度、2010年度の加害者年齢層別の被害
者数と人身損失額について比較したのが図2および図3である。












